中小企業の経営革新シリーズ65
「彩り障子」の開発・製造・販売による経営革新

～伝統建具の製造技術を活用した「彩り障子」で認知度向上に努める㈲種村建具木工所～

大阪産業経済リサーチセンター　研究員　山﨑　茂
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１　伝統建具・家具の製造取付けで技能構築
　有限会社種村建具木工所（以下、「事例企業」）は、創業者である種村昭美氏により昭和31年に現在地で木製建具や家具の製造取付業として創業（法人化：平成10年）しました。
　現代表取締役の種村義幸氏は、高校卒業後に入社した昭和55年からベテラン建具職人（1級建具製作技能士）に弟子入りして技能習得に努めました。入社後10年で一通りの建具類（隅丸格子や雪見障子を含む）ができるようになり、15年になるとベテラン建具職人からも「良い仕事をしている」と評価されるようになりました。
２　「バブル経済」崩壊後の景気後退期に主要取

引先の倒産で、厳しい経営が続く
　わが国では、いわゆる「バブル経済」（昭和60年から始まった資産価格の急激な上昇による非常な好景気）期に売上高を大きく伸ばした企業が多いようですが、事例企業は平成3年のバブル経済崩壊から2年ほど経過した平成5年に過去最大の売上高を達成しました。しかし、取引先の業績が、バブル経済崩壊後の景気後退期に徐々に悪化し、平成13年と16年には主要取引先であった建設会社と工務店が倒産して、厳しい経営状況に陥りました。
このため、役員報酬等人件費を始めとした経費を大幅に削減するとともに、既存顧客の掘り起こし、新規顧客の開拓に注力しました。新規顧客の開拓に際しては、既存顧客の紹介や口コミに相当助けられたようです。これまでの仕事への取組が評価されたと考えられます。平野郷（大阪市平野区）の全興寺や町屋等の伝統建具のほか、医院や店舗向けデザイン建具・家具等幅広く対応することで販売先を確保し、経営改善に努めました。この取組は現在も続いています。
３　「彩り障子」の開発・製造・販売に取り組む
　平成19年12月に種村義幸氏（建築施工管理技士）が代表取締役に、妻の種村貞子氏も役員に就任して、以後、二人三脚による経営が始まりました。種村義幸氏は技術面を、種村貞子氏は総務・経理、販売促進面を主に担当するなど、業務分担して行いました。
（格子戸）　  　　　（大阪格子）
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　　　図１　伝統建具の一例
（出所）事例企業のHPによる。

　代表取締役夫妻は、和室の減少により木製建具の需要が減退している状況下で、「和の技術を現代の生活に繋げていきたい」「日本の和の心を繋げていきたい」との思いから思案を重ね、「彩り障子」（平成23年4月28日に商標登録）の開発に至りました。
彩り障子とは、「白無地の障子に、彩り豊かな和紙をはめ込み、パズルのように簡単に入れ替えることができるようにしたもの」で、季節や行事によって好みの和紙を入れ替えて思い思いの空間を手軽に作ることができます。ランプ等と組み合わせることもできますし、顧客の要望に対応した別注品を製作することも可能です。この取組で平成22年9月7日に中小企業新事業活動促進法の計画承認を受けました。現在では、顧客の要望に合わせて和紙をレイアウトし、和紙を貼って固定した、「お客様だけの彩り障子」が主流になっています。
　22年9月17日に開催された大阪商工会議所主催の「第14回買いまっせ！売れ筋商品発掘市」への出展等で認知度向上に注力しました。その後、彩り障子は色々な媒体において取りあげられるようになりました。22年9月にNHKテレビの「ニューステラス関西」で放映された（23年7月にも同番組で再度紹介されました）ほか、22年12月に大阪信用金庫の広報誌『だいしんNOW』に掲載され、大阪商工会議所の「ニューズレター」（支部概況報告）には22年7月に引き続いて、23年3月にも紹介されました。23年5月に出展した（独）中小企業基盤整備機構主催の「中小企業総合展 in Kansai」では、ベストプレゼンテーション賞優秀賞と審査員特別賞を受けています。

彩り障子は、「古き技を現代に合う形で伝えたい、残したい」との思いを形に表したものですが、これを支える伝統技術が評価されて、大阪ガス㈱実験住宅NEXT21「住み継ぎの家」に大阪格子、タモ無垢板戸を納入することもできました。
　 　（彩り障子①）　　　　（彩り障子②）
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　　                     （六角箱）
図2　新商品の一例

　　　（出所）事例企業のHPによる。

４　HPによる積極的な情報発信
　伝統建具・家具や新商品である「彩り障子」に関する豊富な情報発信により、現在では各方面から注目される存在となっています。同業他社の廃業（経営者の高齢化や厳しい経営状況等による廃業）が相次いでいることに加えて、新商品による認知度向上が新規取引先の獲得に相当寄与したと考えられます。既存事業である伝統建具・家具の受注は大きく増加し、売上高は好調を維持しています。
　この情報発信を支えているのが、種村貞子氏作成のHPです。大学で服飾・デザインを学んだとはいえ、現在のレベルに到達するようになるには、自己研鑽に加えて、各機関の支援によるところが大きかったようです。HPで情報発信に取り組むようになったきっかけは、大阪商工会議所平野支部が行うセミナーを受講した際の、講師の言葉「町工場が、待ち工場になってはいけない」「不況だからと、それを逃げ道にしてはいけない」であったようです。HPの重要性を認識し、事例企業の事業内容をもっと積極的に情報発信しようと考えました。そこで早速、HP作成ソフトを購入してHPづくりに着手しました。HP作成後は、ブログでも情報発信を続けました。その後、（独）中小企業基盤整備機構の「販路開拓コーディネート事業」や「経営実務支援事業」により専門家の指導を受けて、「ニーズを考える商品づくり」を学び、自社でカタログ制作もできるようになりました。自社でHPやカタログを制作しますので、顧客からの問い合わせにも迅速に対応でき、修正も簡単です。
HPの影響力、伝播力の強さは、多くの経営革新計画承認企業からも聞かれます。これらの企業によれば、新規取引先からHP閲覧後にメールで問い合わせがあり、その後、訪問を受けて受注につながることが増えているとしています。事例企業では、HPに対する1日当たりのアクセス数は80～90件にも達します（従業者数5人の木製建具・家具製造取付業者としては相当なアクセス数と考えられます）。また、100アクセスにつき1件の割合で、メールや電話での問い合わせがあり、その後成約に至ったケースが多数あるということです。
５　事例からの示唆
事例企業は以前より、伝統建具やデザイン家具の製造取付けで一定の評価を得ていましたが、新たに開発した伝統技術を活用した新商品の彩り障子を投入することで、各方面から大きな反響を得ることができました。その際に、HPでの精力的な情報発信が大きな力を発揮したことは言うまでもありません。
代表取締役夫妻は、各方面から注目され、成長を続けられる要因として、次の3つがあげられるとしています。

①HPや展示会出展等による積極的な情報発信

　②伝統技術による伝統建具
　③伝統技術を活用した新商品
　今後とも、この方針を堅持され、顧客から信頼される商品を提供し、共感を与え続けられることを願っています。
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